
興福寺所蔵 「大乗院各11坊中集会引付」

歴 史 研 究 室

rJlí!相手l'経~.1lt古川目録J (明治28年作製)によれば，JJ{!師寺には84箱に及ぶ聖教 ・古文古和が所

日比されている。そしてその第33函には，あわせて631111の引付制が収められているが，うち 「大

来院御与IJlllm会引十lJ(以下「幼小集会引1・j"jと附す)が60111fを占める。 この r!;lJ中集会引付」

の体裁はいずれも袋綴装てう緒紙の料紙に，年次により 区々 であるがほぼ半業 5-9行で古か

れ， JJA線・』訓|点などはなL、。表紙は本紙と共通のt白紙で，すべてに明治時代の「興福/寺印」との

公方印が掠されている 。 こ の60nn現存する 「防111 :U~会引什」 は， 時代的には室町中期 (嘉吉2

4の から江戸後JUJ(安政元年)に及ぶが，欠1[:.のものが多L、。すなわち最も古い嘉吉 2 (J.l42)よ

り，以下克在 4('63) - 6，応仁 2('68)，文明 2('70)， 9， 明応 5('96)， 永正 2(1505)， 7， 

天文元('32)- 2， 3， 5， 16-17， 18-19， 20， 23，弘治元('55)- 2，永被 5('62)， 8，天ir:
4 ('76)- 9，成長 4('99)， 20，元和5(1619)，ゆj併元('55)，万治元('58)， 2，寛文元('61)， 3， 

5， 13，点字 3('86)，元禄元('88)，5， 6， 7(21111)，15， 16(21111)， 宝永元(1704)， 3，ぶ

似18('33)，19，20(21111)， 21，元文元('36)，4， 1.(iK 8 ('79)，天別3('83)， 5， 6， 7， 8， 

兇i改元('89)，文化 9(1812)， 10， 13，天保 3('32) ( 2 1111)， 1.(~女元ゴr<'54)までの60llHである (-は

1 1111に数年分の引Hを収録するもの)。

なお寸法は，天i[以iiiiのものは縦24-27，償21-23cmほどであるが，民長以降は望号干大きく

なり ，縦32-34，倣24-26cmとなる。各1111の33付の丁数は比絞的少なく ，多いものでも10丁ほ

ど，火、1':は 5丁liij後である。また表紙の外題は，初期!にはt11題として拘げたもののほか 「御的

小集会IJIイ.j"J r集会引千l御坊中衆等J r大乗院家集会引付」などで統ーを欠くが，天文18年

以降ほぼ 「御妨中集会引付 大乗院(家)J となり ， また1E文元年よりはおおむね「御!;lJII~集会

引付 大乗院門跡」となる。天文元-2，天正 4-9年分の表紙には r~r.定院」 とみえるが，

これは治7T(の、!λ氏による焼討以後，大乗院門跡が元興寺内t定院の地に移っていたためである。

ところで，興耐寺には満寺集会をはじめ， 学af~集会，六)J'Jß会， 学道集会など， ¥，、くつかの

介議機I~J と しての集会が存在したが， 大来院門跡でもそのがN'衆で集会が営まれ， こ の r!)jl ll

~会引付 」 はその評定記録である。 例えば， 11止も~一円、};.[;117 2 ~ I~の引付 の口頭は1 r f.:.fi ，1-，:弐イド

r:Jけ.)J捌ロ ド1¥i.E院股 t御廊集会評定偶Jで始まり ， 段銭l民主ilを決定し， それにl対する納所

と 沙汰人をÆめli'l~ ¥，、た記事を収める。このように集会の場所を認めるのは少なく ， r一月一口

集会訴定HJで始まるいくつかを除いて，大、11:11月nのみで，合議の内容を箇条苫きに記載し

ている 。 冴-定は多い~rt1 101百lを越すもの も あるが， 少ないときは， 1ヶ年につき 11百lの集会評

注を収めているのも多し、。

);~; 11.' 2 11'-の例を先にヲ|し、たが，そこにもみえるごとく ，ヰ引IIr時代の集会評定の議題として，
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興?両手所蔵「大衆院13~r)j'I' .!I~会ヲ IHJ

段銭l民説!のすn:例がよくみられる。寺領荘園のJ1Ji倒が~~1ついだこの時JUIに，寺院の経済的基紘と

して求められた段銭は， yq福寺の門跡の場合には門跡段銭として， ~II:君御入可r5， ・ 受戒会 ・ 方広

会 ・ 慈恩会などの恒例!な ものと，院家修理f支銭 ・ 道~/l:~段銭などの臨時的なものとに大別でき，

ともに段別行文を常例として，大乗院門跡倣に|絞ってl収泌された。段銭のほかには小-h月銭，

j也口銭，イT徳銭，川銭，人夫役などのi民訴!の例もみられるが，111沙illこっきIlll促を加えている

ものが多L、o};U，: 2 ~ 1 :，1 0rJ 23日東室御防rl"'f，U会では「ー， 段3民事" ， 近~I"，為俳誌庄民4手数緩怠!f(l)

為土一段烹免[Hl'(沙汰l民奥KJとの有機が述べられている。なお夙!ti，i寺惣寺の段銭としては寺門段

銭があるが， 寺門段銭7および|“]跡段銭のI:>H係についても， l'iJじ集会で次のような内容の学1:5集

会の評定を伝える O~ 1 1 代の~l1~犬が引用されており注 FI される 。 すなわち， rl"j跡御段銭事牒7K

候， !rt旅{佐t然ぞ寺f:1ド門"勺1リj段銭既』加加11下勿知1ft候芙!ヒ二君者払;七'於門跡ブ方11者5

分之山詩詩評f.)定iと~fi蚊民也」 とみえる。

ところで次瓦に，天文元~r11月より 2~ド 8 月 までの 「御坊小集会引付J (第33商第9号)を剥げ

た。 この天文克1!"-は祭良に一向一段が勃発した(，r~である。本線 4 ~I-:細川市i固を滅ぼして ， 京部

での:定権をJ巴括!した制川11，';'元に反して，河内町iffi域で蜂起した品JJI義英が，翌年 (天文元) 5 

n に三好JëJ三 ・ 筒)1ニJI~iyq らとともに， 11，';'元方の木沢民政を河内飯椛城に聞んだ際に， 11，';"元は本

願寺のJIE!IIIに援助を求め，これを破った。このときのーIIlJ門徒勢は 3万といわれ，一向;誌の勢

)Jはこの7山、に乗じて河内から筒)1:の本拠である大和lにも及び，大手11でも一向一段が起った。

仇引-は夙!~\ぞl' の 'l'r 拘:泉佐で、ある。奈良でー lí'J門徒は ， 7 )1 10 1l Iij'~的起し ， VI!師寺を攻め，許提

院方の止(心院 ・阿弥陀院を焼払い， 17日には興耐寺伽ir:および大来院 ・一来院両門跡といくつ

かの院家を除いて，ほかの(¥Ylt!j院家のほとんどを焼し、た。 8)1になると，奈良の民屋を焼払っ

た一段は，~.:jJ収城において越智利基 ・ 筒) 1:航VI! らによ って敗北し， ，'':'llfに退いた。六)j衆は23

日'f，U議 して 「ー rí'J ~;~)k代奈良中可令払õj"j:J などを決議 している。

このような天文元年・の奈良の級将lを背景として， r防小集会引千I"Jは争乱の後の11月10日の

iPf.定を収録している。 奈良中に徳政が実施され， また一段参加の郷は焼却の:fiJに処せられ，

|“ Itt副都民はiliJjlされた。一段参加の郷のなかには計h~反とともにn坂計h!ÆP，'ij人の居住する今辻郷

(今辻子郷)も合まれていた。 そこで一段-Hl木花所の今辻郷に代わるべく新座を設けたことが

述べられ， その際の Mì (J:料や門跡方に納めるべき料起の脱~もみ られるが， こ れは計h陸が大来

院門跡の進j1二となっていたことによる。翌 2什・8n 28 E1;W定では一段加組で遂屯した1JII{史跡の

後任のことも議されている。また越前岡部iUl:をめぐる大東院1"1跡と点林院との紛議，平等寺

山{史許制殺~!~'Jj: III :札切lに|測する経科1:: ， 事1'殿庄内における fF人による下地N領などに|見lする興味

ある評定がおこなわれている。 そのほかの記事を含めて， 段銭無沙汰という~'í時の状況を1'f);:: 

として 川益してい る夙!稲 寺大来院門跡の鋭利がし られよう。

以 |二， rtJj"，'f，U会引イ、J'Jにつし、て，その概観にふれたが，VI! ti~i ~IÎ'大東院門跡関係の史料とし

て興味除、、ものといえよう。 (絞村 宏)
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